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オブジ ェ ク ト指向分析に つ い て の 一 考察
一 構造化手法の視点か ら -
小 松 裕 子
(平成6年10月31日受理)
本稿で は, 構造化手法によりソ フ トウ ェ ア の 実世界で の 開発と理論的な開発を追求してきた経
験をもと に , 分析工程における構造化手法の抱える問題点や限界により詳細な検討を加え, そ の
上 に立 っ て , 近年提唱されて いる オブジ ェ ク ト指向分析の特性と有効性に つ い て考察した ｡ 構造
化分析による実開発で は , 分析者の 視点, 工 程間の つ ながり, 仕様変更な どに問題点がみ られ ,
オブジ ェ クト指向の視点や概念には , これらの問題解決に有効に作用する 点がある ｡
キ ー ワ ー ド
ソ フ トウ ェ ア開発, オブジ ェ ク ト指向分析 , 構造化分析, 分析者, 仕様変更
1 はじめに
1960年代の 後半に起 こ っ た ソ フ トウ ェ ア危
機は , それまで の adho cな ソ フ
､
トウ ェ ア開発
か ら抜けで る原動力となりソ フ トウ ェ ア工 学
が誕生した ｡ 現在まで にさまざまな概念や手
法, 方法論が提案され ､ なか で も構造化の概
念を取り入れ た手法は ､ 多くの 成果をあげ,
実際の 開発の 中で 活用され て きて い る ｡ しか
しながら , それ らの 手法が提案された こ ろ の
コ ン ピ ュ ー タ環境や , 業務の 内鼠 径営の 考
え方などは , 大きく変化し, 新しい方法論や
手法の 出現 に対する期待が高ま っ て い る ｡
近年その ひと つ の 解決法と して , オブ ジ ェ
ク ト指向を ソ フ トウ ェ ア 開発に取り入れる ア
プ ロ ー チが 国内国外 で注目を浴びて きて い る ｡
しか し当然 なi)
.
ゞら, その 歴史は新しい だけに ､
実際の ソ フ トウ ェ ア 開発に方法論と して 取り
込み , 手法を適用する点に お い て は ､ い まだ
その 報告は少なくて 不十分と言わ ざるを得な
本論文 は ､ 構造化手法により ソ フ トウ ェ ア
の 開発過程に従事した筆者の 経験を踏まえ,
分析工程 に焦点をあて , 不都合点や疑問点 に
よ り詳細な検討を加え , よ りよ い 手法 へ の ア
プロ ー チ の糸口を求め ようとするものである ｡
その視点か ら構造化手法の 弱点を解決する と
言わ れる オブ ジ ェ ク ト指向の 特性と有効性を
考察しようとするもの で ある ｡
以下章をあら ため て , 2 . ソ フ トウ ェ ア 開
発方法論の 歴史を概観し, 3 . ソ フ トウ ェ ア
の ラ イ フ サイク ル とその 最初の 工程 で ある分
析工程 に つ い て 述べ る ｡ 分析工程の 一 般的な
問題点も述 べ る ｡ 4 . 構造化分析 と オブ ジ ェ
ク ト指向分析それぞれの 特徴を述べ , 5 . 構
造化分析の 問題点 に筆者の経験 を加えて 整理
し , 6 . 構造化分析や分析 の 一 般的な問題点
に対 して オ ブジ ェ ク ト指向が有効な点や , 考
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慮すべ き点はなにかを考察して みた い ｡
2 ソフトウェ ア開発方法論の歴史的経緯
ソ フ トウ ェ ア 開発方法論を, 構造化手法が
始まる以前と構造化時代 , そして オブ ジ ェ ク
ト指向時代の 3世代に分けて説明する ｡
2.1 構造化以前
1950年代から1960年代にかけての ソフ トウ ェ
ア 開発は , 特に定まっ た手法や方法論を持た
ず , 勘と経験およ び開発者個々 の 創意工夫に
頼 っ て い た ｡ い わゆ る A d ho c m ethodの 時
代 で あ っ た ｡ 当時の コ ン ピ ュ ー タは , 速度が
遅く , 記憶容量も小さく, ソ フ トウ ェ ア自体
の 規模も小さくて 済み , 一 人が設計から実装
まで 関わ るの に問題はなか っ た ｡ また , 複数
人数で ソ フ トウ ェ ア を作成するに して も , そ
れほ ど多くの 人数を必要とせず, ソ フ トウ ェ
ア の評価は機能と性能で判定され た ｡
ソ フ トウ ェ ア 開発の 方法は , 要求を明らか
にする前から実行可能な処理をボトム ア ッ プ
に積み上 げる方式で , 設計 ･ 実装に固執 した
方法で あ っ たた め , シ ス テ ム の 全体像が開発
完了まで ユ ー ザ ー にも開発者にも把握しにく
い こ とや , 上位の 重大な不都合や不具合が最
終段階にな っ て 発見されるな ど, 修正や変更
に対する多大な負荷も問題 にな っ た ｡
2.2 構造化時代
コ ンピ ュ ー タ の高速化と大容量に伴っ て ,
ソ フ トウ ェ ア の 利用分野の 裾野が急速に広が
り, ソ フ トウ ェ ア が大規模化 し , 新し い ソ フ
トウ ェ ア の 開発需要が増えた ｡ また , ハ
ー ド
ウ ェ ア の 更新や機能 ･ 性能要求の 拡大に併せ
て 稼働中の ソ フ トウ ェ ア を手直しする保守作
業の 量も急速 に増加した ｡ そう した需要 に対
し要員をそろ える こ とが 困難 に なり , い きお
い 経験や技術が未熟なままで 大規模の ソ フ ト
ウ ェ アを開発する と い う状況に 置か れ , ソ フ
ト ウ ェ ア 開発が , コ ン ピ ュ ー タ産業の ボ トル
ネ ッ ク となるの で はない かと の 危倶が生じて
きた ｡ ソ フ トウ ェ ア 危機の 始まりで ある ｡
ソ フ トウ ェ ア 危機に対する解決方法の 一 つ
が ダイクス トラの [GOT O文有害説｣ に代表
され る構造化 プロ グラミ ン グで ある
2)
｡
こ の
ア プロ ー チ は順次 , 構造化設計 ･ 構造化分析
と上流工程に適用され て い っ た ｡ 構造化は ,
それまで の個 々 人に依存して い た晴好的なソ
フ トウ ェ ア 開発の 方法に対 し, 機能を重視し
た シ ス テム の 仕様化によ り体系的に問題を把
握する こ とがで きるな ど, シ ス テ ム技術者の
考え方に世界共通の ベ ー ス を築き上 げた ｡ さ
ら に徐々 に問題の 複雑 さに伴 っ て 改良が加え
られ , 現在で は事務処理か らリ ア ル タイム 制
御まで さま ざまな開発業務に適用されて い る｡
1980年代にな っ て , 次の ような構造化手法
へ の 反省とともに , デ ー タ 中心アプロ ー チが
注目され始め た ｡ 構造化手法の 限界は , 機能
中心が前提で あるた め如何に処理する かを考
える こと に中心がお かれ て しまう こ とにある
とする反省の 上 に, より安定して い るデ ー タ
を中心に考え , 何をデ ー タ ベ ー ス に保有し ,
それ に何の 処理を行えば必要な情報が得られ
るかを中心課題 として , 如何に処理するかは
さほ ど重要で はな い とする考え方で ある ｡ な
お , こ の 考え方の 延長線上 に オブ ジ ェ ク ト指
向が ある と言える ｡
構造化手法 へ 一 石を投 じ たもう
一 つ に ,
[ソ フ トウ ェ ア ライフ サイク ル 有害説]
3)
が あ
る ｡ ライ フサイク ル は , プロ ジ ェ ク ト管理の
観点か らの 見方で ある こと , エ ン ド ユ
ー ザ不
在の 開発で ある こ と , 重要な判断をか なり早
い 時期 で仕様に固め て しまう こ と , フ ィ
ー ド
バ ッ ク
* 1
の 配慮が な い こ とな どが指摘された ｡
こ の 解決法と して , ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ トタ イ
ピン グを用 い る こ とが提案され実施され て い
る o これ は , オブ ジ ェ ク ト指向に よる ソ フ ト
ウ ェ ア 開発に も適用され て い声 ｡
2.3 オブジ 工 ク ト指向時代
オ ブ ジ ェ ク ト指向分析 に つ い て の 一 考察
オ ブジ ェ ク ト指向が注目を浴び始めたの は ,
1980年代後半にな っ てからであるが, もとは,
構造化と同じく プロ グラム 言語か ら始まり ,
設計 ･ 分析 へ と発展 して きた ｡ 構造化 プロ グ
ラ ミ ン グから構造化分析 へ10年間か か っ た こ
とを考えれば , オ ブジ ェ ク ト指向は今現在揺
藍期にあると言えよう｡
ソ フ トウ ェ ア 開発 におけるオ ブジ ェ ク ト指
向とは, 現実の世界をそのままの姿でコ ンピ ュ ー
タ の 世界 に写 し出す , い わ ば現実を自然にモ
デ ル 化する考え方を指 しており , 直感的で分
かりやす い利点を持っ て い る ｡
3 ソフ トウ エ ア ライフサイ クル と
分析工 程
3.1 ソ フ トウ ェ ア ライ フ サイ クル
ハ ー ドウ ェ ア をは じめ , 多くの 工 業製品の
製造 は ､ 品質管理で 言うP D C Aライ フサイク
ル があて はまる ｡ PD C A とは, Pla n(企画),
Do (製造), c heck(検査), Actio n(運用)
の 頭文字をと っ たもの で ある が , ソ フ トウ ェ
ア製品にも同じ様なライフ サイ クル がある こ
とが認識 されて い る ｡ 開発する ソ フ トウ ェ ア
の規模や組織 によ っ て多少分け方や名前の 付
け方は異なるが , おお むね図1 に示すように,
シ ス テ ム化 の要求に基 づ き, 分析 (要求分析
と定義) - 設計 ( 外部設計と 内部設計) - プ
ロ グラ ミ ン グ (モ ジ ュ ∵ ル 設計と コ ー デ ィ ン
グ , 単体テス ト) - テス ト - 運用 ･ 保守とい っ
た 一 連の 流れをとる ｡ こ の ソ フ トウ ェ アの 一
生の ことをソ フ トウ ェ ア の ライフサイク ル と
い う｡
特に , 構造化の ライ フサイク ル は , ウオ ー
タ ー フ ォ ー ル 型ラ イ フ サイ ク ル モ デ ル に代表
され , 各工程毎に レ ビ ュ ー を繰り返 し , 完結
させ , 成果物を次の工 程に引継が れる状態が
水が流れるようだと言うことからウオ ー タ フ ォ ー
ル 型と名付けら れた ｡
近年は , 分析の 時点で プ ロ トタイ プを作成
し, ユ ー ザ の 了解を早め にと る方法もと られ
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図1 ソ フ トウ ェ ア ライ フサイク ル
(ウ オ ー タ ー フ ォ ー ル 型 モ デ ル)
て い る ( 使い 捨て プロ トタイピン グモ デル)｡
3.2 分析工程
ソ フ トウ ェ ア 開発は , 通常前記3.1で 述 べ
たライ フサイク ル に沿っ て行われる ｡ その最
初の 工程で ある分析で は , ソ フ トウ ェ ア シ ス
テム の ユ ー ザが作成 した要求書を基 に , 内容
を分析し, ユ ー ザが どの ようなシス テム を望
ん で い るかを明確に し, シス テ ム の 目的や体
系, ユ ー ザ要件の確認を行 い , それを正式な
文書にまとめ るまで を言う｡
構造化分析手法の 大家デ マ ル コ によれば,
『分析とは , 何らかの 行動 をとる前 に 実施す
る尚題の 調査で ある』 つ まり , 『い く つ か の
ツ ー ル を使 っ て 新しい 仕様書を作成する事で
ある』 と定義して い る
4)
｡ また, オ ブジ ェ ク
ト指向分析 (0 0 A) の 提 唱者で あ る コ ー ド
等によれば, 『分析とは , 外部か ら観察可能
な振 る舞い に つ い て の仕様を導くため に問題
領域 につ い て研究する事で ある ｡ それは , 何
が必要とされて い るかに つ い て の完全で 一 貫
した , そ して 実現可能な記述で ある ｡ それ は
また , 機能性 と定量化 された操作的特徴と い
う2 つ の 側面を捉えて い なけれ ばならな い』
と して い る
5 )
｡ また同 じくオブ ジ ェ ク ト指向
方法論 (O MT法) の ラ ン ボ ー 等は , 分析と
は 『ア プリ ケ ー シ ョ ン と それ が運用され る領
6)
域の 理解と モ デ ル化』 と定義 して い る ｡
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い ずれ にして も , 分析工程で は , 何が構築
され る べ きかを明らか にする こ とで ある ｡ そ
の ため に , 構造化分析 で は新 しい 仕様書を作
る こ と に目的が置か れる し , オブ ジ ェ ク ト指
向分析 で は問題領域と責任範囲に焦点を当て
る ことを重視 して い る ｡
3.3 分析工 程の 一 般的な問題
一 連の 開発工程の 中で も分析工 程には , 他
の 工程 にな い 問題が ありそれ らが分析工 程を
複雑に して い る
7 '
｡
(1) 分析作業の不明確さ
設計ヤプロ グラミ ン グは, ある ル
ー ル に従 っ
て作業を進めれ ば期待した結果が 出力され る
単純さと明確さがある ｡ その ため に , 作業完
了時点が分かりや すく満足感が得られやすい ｡
また進捗管理も しやす い ｡ 一 方 , 分析で は ,
作業内容や責任範囲が明確にな っ て い るもの
は少なく , 分析が い つ 完了したの か の 判断基
準がな い た め , 通常与えられ た期間の 終了を
も っ て完了とみなすこ とも多い ｡
(2) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 難 しさ
設計以降の 作業における主たる関係者は ,
開発技術者 で占め る こ とが多い の で比較的コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がとりやす い ｡ 分析 で は ,
利害関係が複雑に絡む複数ユ ー ザとの コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が重要なばか りでなく, 作業結
果を後工程以降の 開発技術者に充分理解 して
もらうための 対話が必要となる ｡
(3)絶え間な い 仕様変更
シ ス テ ム に対する要求は流動的で ある ｡ 全
て 出揃う の を待 っ て 作業に かか る こ とは不可
能に近い ため , 要求仕様を途中で 人為的に凍
結する か , 並行して 分析作業を進める手段を
とら ぎるを得 な い ｡ い ずれ に しろ , どこか の
時点で 要求を切る こ とが必要に なる ｡ しか し
ながら , 真の 要求は , 実際に必要とされ る シ
ス テ ム と共に進化 して い くもの で ある ｡
(4) 分析者
分析作業は , 物理的なシ ス テム と切り離し
て 考えるべ きであるとい う点から言えば, ユ ー
ザが コ ン ピ ュ ー タ の 知識を得た上で , 自らの
業務の 立場から要求を出し, 開発部門の技術
者とともに分析する こ とが理想的な姿で あろ
う ｡ しか しなが ら , 現在多くの 分析者は , プ
ロ グラ ミ ン グ , 設計と い っ た シ ス テ ム 開発を
経て きた人が多い ｡ コ ン ピ ュ ー タ化され た業
務分野が単純なもの ばかりで あ っ た こ ろ は ,
ユ ー ザが コ ン ピ ュ ー タ の 知識を理解するより,
開発部門の技術者が適用業務を理解する方が
実際的で あ っ たか らで ある ｡ その ため , それ
まで の ソ フ トウ ェ ア 開発の 経験の視点か ら分
析する こ とが多くなる o
4 構造化分析とオブジ ェ ク ト
指向分析の特徴
4.1 構造化分析の 特徴
(1) 構造化分析の 視点
構造化分析は , 機能を中心としたデ
ー タ の
流れを視点と して 分析を行う ｡ ユ ー ザに対 し
て提供する シ ス テム を処理の淀れ に基準を置
い て , 機能を階層的に詳細化する こと により
仕様を明らか にする ｡
一 般的には , 図2 に示すように , デ ー タ フ
ロ ー ダイ ア グ ラ ム (DF D) と 言わ れ る ツ ー
ル を用 い て 新 しい 機能仕様書を作成する ｡ D
FD は, シ ス テム に出入 りす る デ
ー タ の 流れ
を視覚的な図形で モ デル 化する手段 で , 複数
の 階層に 分けたDFD の セッ トで 表現する ｡ D
F Dは , 機能を表すプロ セ ス , デ
ー タ を格納
する デ ー タ ス トア , デ
ー タ の流れを表す デ ー
タ フ ロー- , 外部の 人や組織を表す デ
ー タ の 源
泉 ･ 吸収の 4 つ の 記号 で表され , プ ロ セ ス は
必要に応 じて 詳細なD F D に展開される ｡ 個 々
の プロ セ ス とデ ー タ ス ト ア は , 別途仕様化さ
れ る o
また , シ ス テ ム を取り扱う 主要なデ
ー タ
(エ ン テ ィ テ ィ) に注 目 し て そ の 関係を明ら
オ ブ ジ ェ ク ト指向分析 に つ い て の 一 考察
かにする記述や , リ アル タイム システム では ,
時間の経過に従っ て どの ような状態で機能を
実行するか と い っ た制御 に関 して の 記述があ
る ｡
こ の ように構造化分析は機能を中心と しな
がらも , デ ー タ構造や状態と言 っ た複数の 観
点から対象を多角的に階層的に分析するため,
業務を熟知した分析者や ユ ー ザ にと っ て はわ
か りやすく , また , 手続き型言語で 開発され
る シス テム の構直に適合する ため , その 結果
の仕様書 は開発技術者にも理解しや すい ｡
/
/ / !
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図2 デー タ フ ロ ー ダイ ア グラム による
ト ッ プダウ ン階層型 *12
- はデ ー タ の 流 れ , ○はプ ロ セ ス , - は デ ー タ
格納, □ はデ ー タ の 源泉と吸収
(2) トッ プ ダウ ン方式によ る開発
情報処理の 分野に限らず , 多くの 問題は複
雑で あり全体像を完全に把握するの は難しい ｡
構造化の概念は , 抽象化と階層化の組み合 わ
せ と考え られ, 抽象度の高い もの から低い も
の へ と分解され畠 ｡ すなわち異なる抽象度の
水準を階層的にとらえ, それぞれの 抽象化水
準毎に意志決定が行われるため , 複雑さを除
去 し, 全体像 の把撞を助 ける ｡ 構造化の 場合
抽象化と は機能手続きの 抽象を言う ｡ 段階的
詳細化とも言わ れる ア プ ロ ー チ で ある ｡
(3) 図式表現が豊富な成果物
構造化で は , それまで の 開発で は 一 般的 で
なか っ た 図式表現が ふ ん だん に使わ れる ｡ 図
式表現は , 問題の 複雑さを軽減する上 で 有効
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で あり , 問題を図式化して抽象化する こ とに
より, 分析者とユ ー ザ , 設計者との コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン に役立 つ ｡
代表的な成果物に は , デ ー タ フ ロ ー ダイ ア
グラム , 制御フ ロ ー ダイアグラム , デ ー タディ
ク シ ョ ナリ , プロ セ ス 仕様書, 制御プロ セ ス
仕様書 , E - R図, 状態遷移 図な どさま ざま
なもの がある ｡
(4)代表的な手法
構造化分析の 手法は , こ れまで に数多く研
究され , 種 々 な手法が提唱され て い るが, 代
表的な手法として は次の もの が あげられる ｡
①デ マ ル コ の デ ー タ フ ロ ー 図を中心 にした
S A法
②リ ア)レタイ ム処理の た めの R S A法
③並行処理を可能 にしたJS D法
4.2 オ ブジェ ク ト指向分析手法の特徴
(1) オブ ジ ェ ク ト指向によ る 開発 ライ フ サ イ
ク ル
オブ ジ ェ ク ト指向によ る 開発 ライ フサイク
ル は
, 構造化 の ライ フサ イクル と同じように,
分析 , 設計, プ ロ グラ ミ ングと進められるが,
オ ブジ ェ ク ト指向の 場合 , 分析と設計の 区別
は明確で はなく , 互 い に行き戻りを積極的に
支援する形態をめ ざして い る ｡ 分析と設計の
行き来の 容易さにより フ ィ ー ドバ ッ ク の コ ス
トを抑える こと がで きる ｡ さらに , 分析と設
計を同時 に行うこ とも提案されて い る ｡ しか
し, こ の ため に は , 肌理の 細か い仕様化プロ
セ ス の 定式化が必要な ど, 現在 の とこ ろ問題
は大きい ｡
(2) オブ ジ ェ ク ト指向分析の 視点
オ ブ ジ ェ ク ト指向は ,
｣
『現実の 世界 の も の
お よ びもの 同士の 関係をその ままソ フ トウ ェ
ア で 表現する ことによ っ て , 現実世界の しく
みを コ ン ピ ュ ー タ上 に再現 しようとするもの
である ｡ 現実に近い 形 で シ ス テ ム 構造を表す
こと によ っ て , その 構造がよ り直感的で 分か
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りやすくなる ｡ - ･ 現実の世界の もの (オブ
ジ ェ ク ト) と , もの 同志の つ ながり (関係)
に着目し, 個々 の オブ ジ ェ ク トに作業を割り
振り, オブ ジ ェ ク ト同志がお互 い に作業を依
8)
頼しなが ら機能する』 と い うア プ ロ ー チ が
原点とな っ て い る ｡ 機能中心とデ ー タ中心の
それぞれの 考え方を 一 つ 高 い 次元で統合した
もの が オブ ジ ェ ク ト指向と言うこともできる｡
例えば, 図3 に示す様に, 現実の世界の も
の (人や自動車な ど) を , 抽象化
*2
して オブ
ジ ェ ク トに写像する ｡ 個々 の オ ブジ ェ ク トは
性質を表す ｢デ ー タ (属性)｣ と操作の 手順
を指す ｢メ ソ ッ ド( 手続き)｣を内部に持ち ,
属性や手続きの 実装を外部から遮蔽する (カ
プセ ル化
*3
)｡ 共通の 性質を有す る オ ブ ジ ェ
ク トの 集まりをクラス と して 抽象化 したり,
ク ラス の 集まりをさらに抽象化する こ とで ク
ラ ス は階層構造をと る ｡ 上位ク ラス で定義さ
れたもの を下位クラ ス が受け継ぐこ とができ
る (継承
*4
)｡ 各オブ ジ ェ ク ト間 で は , 互 い
に ｢メ ッ セ ー ジ (作業依頼)｣ を送る こ と で
対応する手続きが検索され処理が協調的に進
め られる ｡ オブ ジ ェ ク ト間の つ なが りは , お
互 い の 位置づ けを明確にする 関係 (関連 ,pa r
t-of関係 ,is-a関係) を示す必要がある｡ また,
各オ ブ ジ ェ ク トはそれ ぞれ固有の 状態
*5
の 集
まりで あり , ある事象に対し状態によ っ て そ
の オブ ジ ェ ク トの 応答が指定される ｡
*1 3
現実世界
図3 オブジ ェ ク ト指向による抽象とシ ス テ ム化
(3)代表的な手法
オ ブジ ェ ク ト指向分析で は , オ ブジ ェ ク ト
モ デ ル
*6
, 動的モ デル
*7
, 機能モ デル
*8
の 3
つ の モ デ ルを用意する こ とが多い ｡ どの モ デ
ル に焦点を当て るか で , 分析の 手順が変わ っ
て くるが , 現在 一 般的な手法は オブ ジ ェ ク ト
モ デ ル を中心 に分析するもの で , 最初 に実体
の ある オブジ ェ ク トを見 つ け, オブ ジ ェ ク ト
モ デル を構築したあと , オブ ジ ェ ク トの 動作
を把握 し, 最後に オブジ ェ ク トの機能を明ら
か にする と言 っ た手順をとる ｡
こ の 手法には次の ような手法が提案されて い
る ｡
①shla er&Mello r法 ②O MT法
③co ad & Yo u rdo n法 ④Bo o ch法
5 構造化分析手法の 問題点
分析 における 一 般的な問題点に つ い て は ,
3章で述 べ た通りで あるが , こ こ で は ソ フ ト
ウ ェ ア の 分析と設計 に従事して い た筆者の 経
験の 中で , 不都合や疑問を感 じて い た点を取
り上 げる ｡ 筆者が経験 して きた シ ス テ ム 開発
は
, 銀行業務と いう比較的定型業務 で あり,
限られた分野の 中で の 開発で あ っ たた め , 莱
務の流れ - デ ー タ の 流れ , 仕事の 内容 - 機能
の 内容とうまく対応付けがで き , 構造化とな
じみやす い 点があ っ た ｡ 銀行業務 は , 長年ホ
ス トコ ンピ ュ ー タを中心と したオ ン ラ イ ンと
バ ッ チ処理が行われて い たが , 業務の 国際化
によ るディ ー リ ング部門の拡充やワ ー ク ス テ ー
シ ョ ン の 波に乗り , 個別化非定型業務の要求
が増え徐 々 に分散処理も増えて い る ｡
以下 , 実際の 開発にお ける分析例をあげ ,
開発作業者の 側面か ら問題点を検討して み た
い ｡
5.1 分析工 程の 開発例
①シ ス テ ム 開発者がす べ て 取り仕切 っ て ユ ー
ザ ニ ー ズを吸 い 上 げようと した例
世間で M I S旋風が吹き荒れ て い た こ ろ ,
オ ブ ジ ェ ク ト指向分析 に つ い て の 一 考察
収益管理の ため にデ ー タ ベ ー ス によ る情報の
一 元管理をするシス テムを構築する ことがあっ
た ｡ その ときの 分析チ ー ム は , シ ス テム 開発
部門の 各リ ー ダ10名程度で 結成された｡ 分析
作業は , 20以上もある ユ ー ザ部門の要求の 吸
い 上げと調整で あ っ た ｡ 鳴り物入りで 始めら
れ たこの プロ ジ ェ ク トは , ユ ー ザ の 期待も大
きくさま ざまな要求が直接分析者に寄せ られ
た ｡ 分析者 はユ ー ザ間の 要求の 調整 と莫大な
情報の 定義におわれ , 結局 一 部の本部部門の
要求を既存シス テ ム の 中に追加組入れした形
で実現する結果に終わ っ た ｡
②業務経験5 - 6年の ユ ー ザを集めて 分析を
実施した例
構造化分析の 原則 に基 づき , what( 何を)
を考える には , ho w(どうや っ て) を考え て
しまう立場 にある開発技術者で はなく, シス
テム から独立 した業務部門の 入社 5 - 6年目
の社員で , ある大規模 の シス テム を分析した
こ とがあ っ た ｡ 彼ら は , 1 - 2 カ月 のE D P
知識と分析手法を学習 したあと分析作業にと
りかか っ た ｡ しかし, 分析作業は遅々 として
進
＼
まず, 人材を提供した各部門からは早く戻
して欲 しい との要望が出始めた ｡ 彼らは業務
知識はあるもの の コ ン ピ ュ ー タ に つ い て は素
人集団で あ っ た ｡ 分析工 程では ユ ー ザから問
題領域と要求項目に対して情報をたたき出す
必要が あり , その場合に必要な知識や経験 は
ユ ー ザか ら信頼されるもの でなくて はならな
い ｡ 結局 , 従来か らの 開発技術者が参加する
こと によ り分析が完了した ｡
③開発技術者に分析者が押し切られた例
分散処理を取り入れ る最初の シ ス テ ム構築
とな っ たデ ィ ー リ ン グシ ス テ ム の 基盤デ ー タ
をリ レ ー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ー ス` (R DB) で
持つ 構想が某分析 コ ン サ ル タ ン ト社か ら提案
された ｡ 分散や RD Bに つ い て の 十分 な説明
がな い まま で の提案で ある こ とや業務を十分
検討 しない で の提案であっ たため , 長年デイ -
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リ ン グ業務の 開発を手がけて い た開発チ ー ム
からの 猛反対で , 基 盤となる デ ー タ をR D B
で はなく慣 れ親しん だIS AM ファ イ ル にす る
こ とになっ た ｡ 今で は , 一 般的に デ ー タ ベ ー
ス の 考えが浸透 して 分散とD B は当然の よう
に扱われて い るが , 当時は前例 が少 なくR D
Bの パ ッ ケ ー ジも十分で なく ､ 企画部門や コ
ン サル タ ン ト社は強く主張する こ とがで きな
か っ た と いう経緯がある ｡ 最終的に は , 実際
の 物作りが 一 番強 い ｡
④フ ィ ー ドバ ッ ク に対する抵抗感の 例
数年経ち , R D Bが 一 般 的に なり , デ ィ ー
リ ング シ ス テ ム の 基盤 デ ー タをR D B に改訂
す る案件が持ち上 がり, 400人/ 月の マ ン パ
ワ ー
*9
で実施される ことにな っ た ｡ と こ ろが
十分な分析がな い まま設計工程に仕様が渡り,
プ ロ トタイプを作成して調査 したと こ ろ , ソ
フ トウ ェ アパ ッ ケ ー ジとコ ン ピ ュ ー タ機器 の
レ ベ ル 相違 の 問題が浮上 し , さらに デ ー タ
IO時間が増 え , デ ィ ー リ ン グ の 命で ある レ
ス ポ ンス が従来に比 べ て非常に悪くなる こ と
が判明した｡ また , 1,000人/ 月の 案件 で あ
る こ ともわかっ た ｡ そこで設計担当者は企画 ･
分析部門 へ 差し戻 しを行うこ ととな っ たの で
あるが , 前回の しこ りや各セ ク シ ョ ン の 面子
が表面化し, 差 し戻 しが了承されたの は6 カ
月先の ことであ っ た ｡
⑤作業と ドキ ュ メ ン トの 遊離の例
筆者が従事して い た企業で は , 比較的明確
に構造化手法の フ ェ ー ズ ドア ブロ ー チ *10と言
われる方法で ､ 各工 程毎に作成 され る ドキ ュ
メ ントが標準化され､ レ ビ ュ ー が繰り返 し行
われ るル ー ル が制定され て い た ｡ しか し, 実
際の 所 , 作業 の結果作成され るはずの ドキ ュ
メ ン トの 作成 は後追 い 的で あり , 形式網羅的
で あ っ たように思う｡ また , ドキ ュ メ ン トの
種類が多すぎて 収集 が つ かず , 運用 が安定し
た時点で ドキ ュ メ ン ト整理期間をもうけて対
応 して い た ｡ 構造化を取り入れ て い た にもか
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かわらず次工程の ため の ドキ ュ メ ントと い う
認識が薄か っ た ｡
最近で はプロ ジ ェ ク トを進める ため に最低
必要な ドキ ュ メ ン トとメ ン テナ ンス に必要な
後か ら作成する ドキ ュ メ ン トの 2種類を作成
する との こ と で , 筆者が従事して い た 頃の 想
像をはる か に越える膨大な ドキ ュ メ ン トが あ
る との こ とで ある ｡ 尤も , 下滝工 程に つ い て
はC A SEの リ バ ー ス ツ ー ル
*11
によ る ドキ ュ メ
ン ト作成が実施されて い る ｡
⑥変更に対する影響確認の 時間と複雑さの例
仕様変更や改訂は , 小さい と思われるもの
で も複数 シス テ ム に わた っ て影響を及ぼす こ
とが ある ｡ 営業店が - 力店増える場合の 対応
で は , 普通各シス テ ム でデ ー タ量が増える対
応が されて い れば問題はなさそうに思われる ｡
とこ ろが , 既存の シ ス テ ム は 一 斉に作成さ れ
た物で はなく , その 時々 の 要求と制約に合わ
せ て構築され て い るため , 個別に確認をとる
必要が ある ｡ また , 開発部門だけの 問題で は
なく､ ユ ー ザ部門, 運用部門との 調整も忘れ
て は い けな い ｡ 結局, 変則的で その 度に条件
が異なる ため , 毎回 , 分析から開発完了まで
30人/ 月程度もかか っ て い た ｡
5.2 問題点の整理
前記の さま ざまな例は , 標準化や構造化 に
対 して意識が比較的高 い 開発部門で起 こ っ た
こ とで あるが , こ れ らから次の ような問題点
が整理 できる ｡
(1) 分析者の 経験 と視点の違 い の 問題
ユ ー ザは実世界を見る ｡ 分析者 はモ デ ル化
と い う抽象化 した世界を見る ｡ 設計者 は , コ
ン ビ ュ･一 夕 にと っ て 最適なモ デ ルを構築する
目 で みる ｡ 例か らもわか るよう に , 分析者は
通常プ ロ グラ マ か ら設計者と い う経歴を持 っ
こ とが多い た め , ユ ー ザ の視点から抽象化し
た世界で ソ フ トウ ェ アを見る こ とが難 しく ,
自分の 経験に左右されや すい ｡ また , そ の 経
験内容も基本 ソ フ トを開発したか ア プリケ ー
シ ョ ン ソ フ トを開発 して きたか で も大きな違
い が で る の で はない で あろうか ｡ また , 実際
の 開発で は分析を専門にする技術者を即座に
は育成しにく い ことを考慮する と, 開発技術
者が ユ ー ザと同じ視点で 問題を見る ことが で
きる方法や ツ ー ル が必要とされる o
(2) 設計工程との つ ながり の 問題 (作業の 面
か ら)
構造化の ライフ サイク ル は各工程の 完了を
明確に して 次の 工 程に進む こ と により , ソ フ
トウ ェ ア 開発の フ ィ ー ド バ ッ クをなる べ く防
止し ､ 結局 は コ ス トを抑える こ とが で きる ｡
その た めには , 分析の工程で十分な検討とユ ー
ザ要求の洗 い 出しを終え , 完成され た ドキ ュ
メ ン トを作成する ことを唱 っ て い る ｡ しか し
なが ら , 実際の シ ス テ ム作りで は各工 程を明
確に区切る ことは難 しく , 実際的で はな い ｡
分析と設計は時間的に明確な区別無 しに実施
され る こ＼とも多く , 設計者が分析の やり直し
をして い る場合も多い ｡ シ ス テ ム に要求さ れ
る信頼性や規模 によ っ て は , 設計をしながら ､
ユ ー ザと交渉し, シ ス テ ム の 機能を順 々 に拡
張 して い くこ ともしばしば行われる ｡ つまり,
分析 と設計の 間には っ きりと した境界線を引
くこ とが ソ フ トウ ェ ア 開発にお い て は本質的
に難しい の で はな い だろ うか ｡ 分析 と設計の
作業は明確に違うが , 実際 には設計で の 検討
結果が分析に反映される ことも有り得るため ,
積極的に工程間を超えた フィ ー ドバ ッ クを支
援する ツ ー ル と意識の 変革が 必要で あろう ｡
(3) 設計工程と の つ ながりの 問題 (ドキ ュ メ
ン トの 面か ら)
構造化分析 と設計の ギ ャ ッ プを深く して い
るもの に , ドキ ュ メ ン トの つ ながりの 悪さが
ある ｡ 分析 で作成され る ドキ ュ メ ン トは , 諺
計工程で は単 にそれまで の理解の為に使われ,
最終的に全く別の ドキ ュ メ ン トが 新たに作成
され る ｡ 膨大な ドキ ュ メ ン トは こう して 出来
オ ブ ジ ェ ク ト指向分析 に つ い て の 一 考察
上がる ｡ さらに分析工 程で の ドキ ュ メ ントが
再利用の ため後から参照される ことはめ っ た
にない ｡ 設計作業は分析に携 わ っ た技術者が
実施する こと が多い し, 別の 技術者が設計す
ると して も, 分析結果は , それまで の シス テ
ムを理解する手段と して利用され, その どれ
かを実質的に使用して 設計の ドキ ュ メ ントを
作る ことは ほとん どない ｡ 開発技術者 には ,
何の ため に同じ項目の 定義を形式を変えて分
析 , 設計, プロ グラミ ン グの 各工 程で作り直
さなけれ ばならない の かと いう不満がある ｡
全工程を通 して 一 貫した,ドキ
ュ メ ン ト ヘ の要
求は大き い ｡
(4)仕様変更に対する対応の不便さ
仕様変更は , 大きく開発中の 変更と保守中
の 変更 に分けられる ｡ どちら にして も , 変更
内容の確認と影響範囲の 見極め と変更箇所以
外の 影響確認を必要とする ｡ 通常で きあが っ
た ドキ ュ メ ン トをもとに見極めを行うが , 機
能自体の 変更の 場合 , 全体が作り直しになる
こ ともある ｡ また , 詳細な変更 で も影響範囲
を調査する には多大な労力を必要とする ｡ つ
まり, 構造化の シス テ ム や ドキ ュ メ ン トは仕
様変更に対 して 強固で なく, 分析の結果や ド
キ ュ メ ントが使わ れる こ と は非常 に少な い ｡
こ の こ とは , 十分な構造化分析がなされ て い
な い とい うより , 構造化 が , 主に新規の ソ フ
トウ ェ ア 開発を対象と した手法で ある ことに
原因があるように思われ る ｡
(5)新しい 環境 に対する分析者の 意識の 問題
分散処理の シス テ ム 開発は , 従来の ホス ト
コ ン ピ ュ ー タを意識 した構造化手法 による機
能分割や デ ー タ フ ロ ー の観点か らで はなかな
かうまく行かな い ｡ ホス ト シ ス テ ム を念頭 に
置い た構造化の ア ー キ テ ク チ ャ で 長年開発 に
携わ っ て きた技術者の場合 , 分散 シ ス テ ム の
新 し い ア ー キ テ ク チ ャ に対する抵抗感がある ｡
その ため , 配属が変わ っ て 分散処理をする羽
目にな っ たり , 開発の 途中か ら参加するとき
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の 戸惑い は計り知れな い もの が あると聞く ｡
不都合を感じて い ても長年苦労して身に つ け
た技術 は , 捨てがたく , それなりに洗練され
使 い やすくな っ て い る ｡ 初 めて 習 っ たプロ グ
ラム 言語や使い慣れた ワ ー プ ロ ソ フ トか ら ,
も っ と優れたもの へ の 切り替えがなかなか で
きな い ように , 構造化手法に慣れき っ た技術
者が , 新しい 手法を導入する場合の 抵抗感に
は強い もの があると思われる ｡
(6) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 問題
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に関して は , 構造化の
問題と言うよ りお互 い の信頼関係とい うも っ
と深 い と こ ろに問題がある こ とが多い ｡ しか
しながら, それらを補助するツ ー ルがあれば,
ス ム ー ズ になると期待は できる ｡
6 オブジ ェ クト指向分析の考察
構造化分析は , デ マ ル コ の構造化分析か ら
始まり, ハ ッ トレ 一 等のR S A にい たる まで ,
さま ざまな点を改良 しなが ら今日に至 っ て い
る ｡ しか しながら, 構造化の 考えが提案され
てから20年以上たち, ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンを
利用 した分散環境の シス テム 開発な ど, 構造
化の 手法 だけで は対応 し~きれな い 問題も出て
い る ｡ 本章で は ,･ 構造化 の 問題点を解決する
と言わ れて い るオブ ジ ェ ク ト指向分析を構造
化手法との 対比 にお い て考察する ｡
(1)分析の視点や担当者の 問題
構造化分析の場合 , 分析者がユ ー ザの 視点
に立 っ て 真の ニ ー ズ を明確にしが たい ことを
問題視 した ｡ その 原因として は , 分析者が開
発技術者で ある こと , 構造化分析が機能中心
の手続き分析 で ある こ と があげられ る ｡ 構造
化分析 で は , 間道領域を分析者の 判断で い く
つ かの 機能に写像する ｡ こ の 写像は実世界を
ながめ るとき , い つ でもデ ー タ の流れ を追う
ように求める とともに ､ その 流れ を後続する
分析 と仕様記述にさ ら に写像する よう求め る
こと になる ｡ シ ス テ ム の 構成要素を階層的に
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分割する過程で は , 常 に上位の 機能を満たす
ように作られ て行くため , 最初か ら目的が 明
確なシス テム には向くが , 分析の 過程で仕様
が決定されるような唆味な問題向きで はない ｡
オブ ジ ェ ク ト指向分析で は , 現実の世界に
日を向け, オブジ ェ ク トを識別し, それ にあっ
た手続きを記述するア プロ ー チ をとる ｡ オブ
ジ ェ ク ト指向分析の は じめの ア プロ ー チ は ,
現実世界の 問題領域とシ ス テ ム責任範囲を直
接モ デ ル に写像する ｡ 問題領域を機能ヤフ ロ ー
に写像するの で はなく , た とえば会社 , 従業
局 , 給料な どと い っ た よう に , 問題領域か ら
モ デ ル へ の 写像が直接 的で ある ｡ 抽象の方法
はデ ー タ抽象であり, 構造化に比べ , 現実 に
近 い シ ス テ ム構造を構築で きる利点を持ち ,
分析者が開発技術者で あっ てもユ ー ザの視点
から見る こ とが可能になる ｡ しかし, シ ス テ
ム の 規模が大きくなると, 現実世界同様に複
雑化する点に考慮せ ねばならな い ｡
(2) 設計工程 - の 融合性
構造化分析か ら設計 - の 移行は , 例え ばD
F Dか ら構造チ ャ ー ト へ と 表現 が急 激に 変化
する ｡ 分析か ら設計 へ の 移行にお ける こうし
た断層はさま ざまな ツ ー ル が 発表されて い る
にもか かわ らず埋まる こ とがない ｡ 構造化の
理念 は , 各工 程を完成させ て 開発を進める こ
とにあり, 後戻りをできる だけ少なくしよう
とするもの で あるが , 分析, 設計, プ ロ グラ
ミ ン グとい っ た開発工 程を 一 貫して 表現する
ことによ る追跡可能性は失われて い る ｡
オブ ジ ェ ク ト指向の 場合 , 分析 は問題領域
と シ ス テ ム の 責任範囲をモ デ ル 化したもの で
あるため , 設計 - の 移行は コ
ー ド, ヨ - ダ ン
等の 言う 『オブ ジ ェ ク ト指向分析 (0 0A)
から オブ ジ ェ ク ト指向設計 (0 0D) へ の 移
行 は , モ デル を徐々 に拡張して い く過程 で あ
る ｡』
9 )
に代表され る o つ まり, 0 0 Aの 各層
を拡張した0 0Dの モ デ ル は , 0 0A のモ デ ル
に特定の 実装を表現 したもの となる ｡
(3) 仕様変更に対する強固さ
シ ス テ ム を構築する場合 , ユ ー ザ ー 要求が
何度となく変更になる ことや ユ ー ザ要求が固
まる時期が 一 定しない こと がある ｡ 構造化分
析の 場合 , フ ィ ー ドバ ッ クを少なくするため
に, 分析にお い て 充分に要求を引き出す こ と
を主眼とする｡ 従 っ て , あらかじめ要求の は っ
きり したシ ス テム や , 分析者が熟知した業務
の 場合に効果がある ｡ しか しながら開発が進
み下流工程 にな っ て からの仕様変更や稼働中
の シス テム 変更に対 して は堅固で はな い ｡
また , 保守作業にお ける シ ス テム変更の場合,
修正箇所の 特定や影響範囲の 見定めと , 変更
の な い 部分 にた い する確認の 正 しさを証明す
る こと が必要で ある ｡ 構造化の場合 , 機能単
位に構成されて い るため , 影響範囲が広くな
る可能性がある ｡
オブ ジ ェ ク ト指向分析の 場合 , 実世界をそ
の ままオ ブジ ェ ク トに写像する ため , ユ ー ザ
要求の 変更に対して は , オブ ジ ェ ク トの 追加
や関係の 変更と い っ た訂正作業が主体となり,
カ プセ ル化や継承 によ っ て 変更作業は比較的
(構造化に比べ て) 容易 とされ る ｡ しか しな
がら , オブ ジ ェ ク トの 数や 関係が複葉削二なる
と , それの ための 管理 ツ
ー ル が重要となり ,
管理 ツ ー ル が不十分で ある場合 , 構造化より
も問題は深刻になる可能性もある ｡
(4) 開発作業と役割分担
構造化の 開発の場合 , 開発の 各工 程は , 前
工 程を終了し, その ドキ ュ メ ン トを入力と し
て , 作業が始まる形態を取る ｡ その 場合 , 分
析者は分析 , 設計者は設計 , 実装者はプロ グ
ラ ミ ン グと テ ス トと い っ た完全な役割分担が
明確 である ｡
一 方オブジ ェ クト指向の 開発の場合, 各チ ー
ム で 異なる ス ケ ジ ュ ー ル に基づ い て , 徐 々 に
開発する こ とが可能に なる ｡ 当然その チ
ー ム
は , これまで の 縦割りの ア プリ ケ ー シ ョ ン 毎
の チ ー ム分け で は なく , オブ ジ ェ ク ト単位と
オ ブ ジ ェ ク ト指向分析 に つ い て の 一 考察
言 っ た横の つ ながりで チ ー ム を組 むこ とにな
る ｡ また , 分析段階の オブジ ェ ク トが全開発
工程を通して 共通の 開発単位となるた め , 後
工 程は前工 程の 結果を詳細化するプロ セ ス と
なる ｡ こ の 詳細化は 一 様に進むわけでははく,
必要に応 じて , 部分的に詳細化され , 前工 程
に戻 っ て 詳細化を繰り返す こともある ｡ 継ぎ
目の か ､ (シ ー ム レ ス) 開発 が実現で きる ｡
(5)新しい環境 に対する分析者の 意識
分散処理の シ ス テ ム 開発の例に見るように ,
使 い 慣れた手法や慣習を切り替えて新しい概
念を取り入れようとするに は , 個人の 努力 だ
けで は限界がある ｡ 今後さら にオ ブ ジ ェ ク ト
指向の 有効性が明らか にな っ たとしても ､ 構
造化 に慣れき っ た技術者が , 新しい 手法を導
入する場合の 抵抗感は強い もの があるで あろ
う｡ 全社的な技術者の意識を変える教育の 導
入が必要 で あろうし, 教育の方法も検討され
なけれ ばならない ｡
(6) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に関して は , 構造化手
法を採る ときと同様, ある い はそれ以上 にお
互 い の信頼関係に問題が派生する ことが考え
られ る ｡ それらを補助する ツ ー ル があれ ば,
さらにス ム ー ズ になると期待で きる ことは言
うまで もな い ｡
7 おぁりに
オ ブジ ェ ク ト指向分析 につ い て , 構造化手
法によ る ソ フ トウ ェ ア 開発の 技術者として の
経験か ら考察した ｡ 分析の 問題には , 分析担
当者の 経験や分析の 視点の 違 い , 分析作業の
不明確さ , 設計工程 - の つ ながりの悪 さ , 変
更に対する弱さ , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な どが
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ある ｡ それらの い くつ かには オブ ジ ェ ク ト指
向が有効に作用する点を見 つ ける こ とができ
た ｡ しか しなが ら , 各問題点の 中には構造化
の 原理を充分 に生か しき っ て い な い ため に解
決で きて い な い 問題もある ように思 われ る ｡
オブ ジ ェ ク ト指向と構造化は , どの 点を主
眼に置き , 何を シス テ ム の 枠と して と らえる
か には大きな違 い があり , その 後の 開発形態
を大きく変える ことになる ｡ 分析の 目的が シ
ス テ ム の 機能を確立する構造化の 場合は , で
きあが っ たモ デ ル は発注者が望むシス テ ム の
理想像であり , 実世界の理解を踏まえて確立
する オブ ジ ェ ク ト指向の場合は , 実世界の モ
デ ル化 で ある ｡ その 点を認識して分析者は手
法を選ばねばならな い o
構造化 に しろ , オブ ジ ェ ク ト指向に しろ ,
形式的な手法を実際に活用 した時点か ら新た
に問題が表面化して くる ｡ オブ ジ ェ ク ト指向
が ソ フ トウ ェ ア 開発 に実用化される には , 実
際の 開発現場で どう使 われて行くかに大きく
かか っ て い る ｡
こ こで の 考察をもと に , 今後実際的な開発
を通して オブ ジ ェ ク ト指向の 問題や留意点な
どを明確にして い きた い ｡ また , 実社会にお
ける オブ ジ ェ ク ト指向によ る ソ フ トウ ェ ア開
発の状況に注視 しながら, 構造化との 相互補
強の 可能性や オブ ジ ェ ク ト指向の 教育の あり
方などに考察を進め て い きたい ｡
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注 釈
* 1 構造化にお い ても フ ィ ー ドバ ッ ク はあ るが必要悪とみ なされる ことが多い ｡
* 2 構造化における抽象化は機能 (手続き) の 抽象化で ある の に対し, オ ブ ジ ェ ク ト指向の 場合
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の 抽象化はデ ー タ抽象が基本となる ｡
* 3 外部には使用上必要な情報だけ与え, 実装部分を隠ぺ い する ことで , 仕様変更に 対する 影響
を最小限に抑える ことができる ｡
* 4 下位ク ラ ス で は上位ク ラス との 違い だけを記述すればよ い ｡
* 5 オブジ ェ ク ト の特定の属性値と他の オブジ ェ クトとの 関係を抽象化したもの ｡
* 6 対象の静的な構造をモ デル 化したもの で , 実世界を構成して い る要素同志に どん な つ なが り
があるかを示す｡
* 7 対象に おけるイ ベ ン トの実行順序 (振る舞い) を示したモ デ ル で , 各要素が した仕事の 結果
をうけて 別の要素が次に何をするかを示す｡
* 8 対象におけるデ ー タ変換 (機能) を記述し, 各要素が どう いう役割 (仕事) を持 っ て い る か
を示す｡
* 9 開発必要の べ 人員の単位で , プ ロ ジ ェ ク トの規模をあらわす｡ マ ン パ ワ
ー 10人/ 月と い えば ,
1 カ月で仕事を仕上 げる には10人必要であるとの意味で ある ｡ 通常 , 開発経験2
- 3 年の 技術
者が , バ ッ チ プ ロ グラ ム なら800ス テ ッ プ , オ ン ライ ン プ ロ グラ ム なら1000ス テ ッ プ程度の プ ロ
グラ ム を完成させ るの に 1人/ 月として計算する ことが多い ｡ 分軌 設計 (上 施) 工 程の 計算
方法には確定した基準がなく経験から導く ことも多い ｡
* 10 構造化手法の ライ フ サイ ク ル の基本となるア プロ
ー チ で , 各工程 (フ ェ ー ズ) ごと に ドキ ュ
メ ン トを制定し , そ の ドキ ュ メ ン トに基 づ い て レビ ュ
ー を繰り返し , フ ェ ー ズ毎に 完成させ て
いくやり方を言う ｡
* 11 ソ ー ス コ ー ドから逆に モ ジ ュ ー ル仕様書 (構造化日本語やチ ャ
ー ト) を作成する . 最終ドキ ュ
メ ン トの ため に使われる ことが多い ｡
* 12 有沢誠 : ｢ソ フ ト ウ ェ ア工学｣ (岩波書店) 参照加筆.
* 13 本位田 ･ 山城 ‥ ｢オブジ ェ クト指向シス テ ム開発｣ (日経BP社) 参照加筆･
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On O bje ct-Oriented Analysis
- thinking abo ut a str u ctu r ed m ethod -
Yuko KOM A TSU
(Re ceived October 31,1994)
ABST RA CT
I
'
ve bee nin v estigated the pr a ctic al and the o r etic al s oftw a r ede v elopm e nt by u s ing a
stru ctured m ethod. ⅠⅢ this pape r, I e x a min ed the pr oble m s a nd limit of the str u ctu red
m ethod o n the analysュs Pha s e, a nd ba sing o n that e xpe rim e nt, I Co n side red the
cha r a cte risitics a nd effe cts of the O bje ct-Oriented a n alysis whith ha s be e n adv o c ated
lately.
In the pr a ctic al s oftw a redeveropm e nt of the str u ctu red a n alysis, ther e a r e s o m epr ob-
le m s fo r a vie wpoint of the a n alyst, a c o n ne ction betw e e nthe pha se, a cha nge of the
spe cific atio n a nd s o o n･ Ho w e v e r, the vie wpoint a nd ge n er al idea of the Obje ct-
Orie ntatio n effe ct thes e s olve nts .
K E YW O R D S
Softw a w r ede v elop m e nt, O bject-Orie nted An alys is, Str u ctu r ed An alysis,
An alyst, C ha nge of the specific atio n
